


定　員 担当支部

講習日程

受付開始

受 講 料 　11,440円

1（原則） 2（次に） 3（次に） 4（次に） 5（次に）

使用中止 発散防止 拡散防止 濃度低減 保護具等

定　員 担当支部

講習日程

受付開始

会　　場

７月８日（水）～７月１０日（金）
40名 都　城 都城地区建設業協会

（都城市北原町26-13）６月８日（月）

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験及び実技試験に合格さ
れた方には、郵送により修了証を交付します。

講習科目

学科
　１　酸素欠乏症・硫化水素中毒及び救急そ生
　　　に関する知識（３時間）
　２　酸素欠乏及び硫化水素の発生の原因及び
　　　防止措置に関する知識（４時間）
　３　保護具に関する知識（２時間）
　４　関係法令（3時間）
　５　学科修了試験（1時間）

実技
　１　救急そ生の方法（4時間）
　２　酸素及び硫化水素の濃度の測定方法
　　（4時間）
　３　実技修了試験

受 講 料 　17,160円

テキスト代
会員　1,100円

一般　2,200円

タ ン ク の
危 険

※一度災害が発生すると、複数が被災する事例が多数あります。

1　健康障害及びその予防措置に関する知識
　　　　　　　　　　　　　　　　  （４時間）
2　作業環境の改善方法に関する知識（４時間）
3　保護具に関する知識（２時間）
4　関係法令（２時間）
5　修了試験（１時間） 健 康 障 害

へ の 対 応

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

テキスト代
会員　　880円

一般　1,980円

７月１４日（火）～１５日（水）
40名 宮　崎 矢野産業祇園ビル講習会場

（宮崎市祇園3-1）

１日目　8：30～16：10

２日目　8：30～17：20

　職場で使用されている化学物質は数万種類ありますが、特に労働者に健康障害を及ぼすおそれのある特定化学物質及び
四アルキル鉛等を製造し、又は取り扱う作業については、「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者技能講習」を修
了した者の中から特定化学物質作業主任者又は四アルキル鉛等作業主任者を選任しなければなりません。
　本講習は、これらの作業主任者の選任に必要な資格を付与する講習です。

会　　場

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、
郵送により修了証を交付します。

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険
作 業 主 任 者 技 能 講 習
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（3日目が実技）

（学科）8：30～16：50

（実技）8：50～16：00

　労働安全衛生法は、酸素欠乏等危険場所における作業では、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習を
修了した者の中から作業主任者を選任し、災害を防止するために労働者を指揮・管理することを義務付けてい
ます。本講習は、その選任のための資格を付与する講習です。

日　程　等

講習科目

特 定 化 学 物 質 及 び
四 ア ル キ ル 鉛 等
作 業 主 任 者 技 能 講 習

講習期間/２日

日　程　等

６月１５日（月）



定　員 担当支部

講習日程

受付開始

講習日程

受付開始
受 講 料

定　員 担当支部

講習日程

受付開始

一般　1,151円

７月３０日（木）～３１日（金）
40名 都　城 都城地区建設業協会

（都城市北原町26-13）６月３０日（火）

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了し、学科試験に合格された方には、
郵送により修了証を交付します。

都　城
実技：持永木材株式会社（都城市早鈴町）

講習科目

1　健康障害及びその予防措置に関する知識
　　　（４時間）

2　作業環境の改善方法に関する知識
　　　（４時間）

3　保護具に関する知識（２時間）

4　関係法令（２時間）

5　修了試験（１時間）

　11,440円

テキスト代
会員　　660円

６月２６日（金） 学科：都城地区建設業協会（都城市北原町）

　二級ボイラー技士免許試験については、法改正により受験資格が不要になりましたが、免許試験合格後に
「免許申請」をする際には、労働安全衛生法に基づく免許交付要件が必要になりました。その要件の一つに
「ボイラー実技講習を修了した者」が規定されています。
　本講習は、免許申請に必要な要件が短期間で取得できる講習です。なお、免許試験受験前に受講されても差
し支えありません。

日　程　等

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

所定の科目を修了された方には、即日免許証交付申請
に必要な修了証を交付します。

１　燃焼（8時間）

２　附属設備及び附属品の取扱い（6時間）

３　水処理及び吹出し（1時間）

４　点検及び異常時の処置（5時間）

実技風景
（炉筒煙管
ボイラー）

※作業服、運動靴
　安全帽を準備し
　てください。

テキスト代
会員　不要

講習科目

50名

受 講 料 　14,960円

会　　場

一般　1,760円

法 改 正

　平成26年10月1日からは、インク洗浄剤等に含まれる
「ジクロロプロパン」について、胆管がん等の有害性が指摘
されたことから、有機溶剤作業主任者技能講習修了者から特
定化学物質作業主任者を選任しなければなりません。

　平成27年1月1日からは、エチルベンゼンを使用する業務
は、有機溶剤作業主任者技能講習修了者から特定化学物質作
業主任者を選任しなければなりません。

７月２６日（日）～２８日（火）

ボ イ ラ ー 実 技 講 習 講習期間/３日
（１日目が実技）

（実技）8：40～16：20

（学科）8：30～17：20

７月７日（火）～８日（水）
40名 延　岡

６月８日（月）
延岡市職業訓練支援センター
（延岡市土々呂町4-4390-1）

有 機 溶 剤 作 業
主 任 者 技 能 講 習

講習期間/２日
１日目　8：30～16：10
２日目　8：30～17：20

　屋内作業場又はタンク、船倉若しくは坑の内部等において、労働安全衛生法施行令別表第６の２に掲げる有
機溶剤を製造し又は取り扱う業務で省令で定めるものに係る作業については、「有機溶剤作業主任者」を選任
しなければなりません。
　本講習は、作業主任者の選任に必要な資格を付与する講習です。

日　程　等 会　　場



定　員 担当支部

講習日程

受付開始

テキスト代

定　員 担当支部

講習日程

受付開始

テキスト代

支部名

連絡先　090-5471-8255日南支部
宮崎銀行　吾田支店　　　（普通）１０２３８３９

（名義人）宮崎労働基準協会日南支部長

延岡支部

宮崎銀行　年見町出張所　（普通）１０２７６６１

電話（0986）24-5603　ＦＡＸ（0986）24-5618 （名義人）宮崎労働基準協会都城支部長

所　在　地　等 振　込　口　座

宮崎支部
〒880-0024　宮崎市祇園3-1　矢野産業祇園ビル 宮崎銀行　橘通支店　　　（普通）１２３３１３６

電話（0985）25-1853　ＦＡＸ（0985）28-9080 （名義人）宮崎労働基準協会宮崎支部長

〒882-0847　延岡市旭町2-1-1 宮崎銀行　恒富支店　　　（普通）１２６７１９２

電話（0982）34-5538　ＦＡＸ（0982）21-0117 （名義人）宮崎労働基準協会延岡支部長

都城支部
〒885-0037　都城市花繰町20-8　ケイディビル２階

７月２９日（水）～３０日（木）
40名

受講申込先及び振込口座

宮　崎 矢野産業祇園ビル講習会場
（宮崎市祇園3-1）６月２９日（月）

受 講 料
会員　11,660円

一般　14,740円

　715円

申込方法

修 了 証
所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付し
ます。

申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部にお申し込み
ください。（郵送又はＦＡＸ可）

７月２１日（火）～２３日（木）
40名 宮　崎

学科：矢野産業祇園ビル講習会場

６月２２日（月） 実技：ポリテクセンター宮崎

教育科目

所定の科目を修了された方には、即日修了証を交付し
ます。

ア ー ク 溶 接 等 の 業 務
に 係 る 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/３日
（2日目、3日目が実技）

　アーク溶接機を用いて行う作業は、溶接機の点検・整備不良、溶接方法の誤り等により感電による死亡、火
花やスパッタによる爆発・火災など重大な災害も依然として発生しています。
　本教育は、アーク溶接機を用いて行う金属の溶接等の業務に必要な教育です。

日　程　等 会　　場

申込方法
申込書に受講料等を添えて（振込可）担当支部
にお申し込みください。（郵送又はＦＡＸ可） 修 了 証

（学科）8：00～18：00

（実技）8：30～16：50

学科
　1　アーク溶接等に関する知識（1時間）
　2　アーク溶接装置に関する基礎知識（3時間）
　3　アーク溶接等の作業の方法に関する知識
　　　（6時間）
　4　関係法令（1時間）

実技
　アーク溶接装置の取扱い及びアーク溶接等の作業の
　方法（10時間）

受 講 料
会員　17,270円

一般　20,350円

　1,100円

実技風景

電 気 取 扱 業 務
（ 低 圧 ） 特 別 教 育
（ 助 成 金 対 象 講 習 ）

講習期間/２日
（２日目が実技）

（学科）8：30～17：20

（実技）8：30～16：50

　低圧（直流にあっては750ボルト以下、交流にあっては600ボルト以下の電圧）の充電電路の敷設若しく
は修理の業務又は配電盤室、変電室等区画された場所に設置する低圧の電路のうち充電部分が露出している開
閉器の操作の業務に係る教育です。
　なお、電気事業法による電気主任技術者や経済産業省の第一種・第二種の電気工事士の資格を取得されてい
る方でも、労働安全衛生法による標記の特別教育が必要です。

日　程　等 会　　場

教育科目

学科
　１　低圧の電気に関する基礎知識（１時間）
　２　低圧の電気設備に関する基礎知識（２時間）
　３　低圧用の安全作業用具に関する基礎知識
　　　（１時間）
　４　低圧の活線作業及び活線近接作業の方法
　　　（２時間）
　５　関係法令（1時間）
実技
　低圧の活線作業及び活線近接作業の方法等
　（７時間）




